
 

茨城県大子町・常陸大宮市の活動組織「久慈川多
面的機能活動組織」の取り組みを紹介する。

久慈川は流路延長約 124km の一級河川であり、古
くからアユが漁業対象となっている。久慈川漁協
は昭和 24 年設立、組合員数約 5,000 名である。 

久慈川ではアユ釣りが盛んで専用区域も設置され
ている。また観光用のヤナも設置され賑わってい
る。サケについては釣獲調査も行われている。

久慈川ではアユに対する注目度が高いことから、
地域特産資源としての利活用を課題としている。

近年、水量の減少やカワウの食害により、アユが
少なくなっている。流下仔魚の調査結果でも安定
化が必要なことがわかった。

漁業者や遊漁者の要望、久慈川漁協の要望が一致
して天然アユを卵から増やそうという意図の元に
活動組織が設立された。



 

 

  

 

 

  

 

 

  

  

構成は久慈川漁協を中心として、釣り団体や関連
省庁の機関、市町となっている。 
 

活動項目はアユ等魚類の産卵環境創出のための河
床耕耘と河川環境維持のための河川清掃である。 
 

今回は活動の実施状況と結果について３点に分け
て説明する。 
 

産卵環境の把握のため、流速と水深、河床材料に
ついて調査した。その結果、いわゆる「ザラ瀬」 
が良いことがわかった。 

河床耕耘は、自然環境を相手にした作業なので、
タイミング良く、素早く実施することが重要であ 
る。 

重機（バックホー）による河床耕耘は河床に 50cm
程度爪を立て、上流から下流へと実施した。 



 

 

  

 

 

  

 

 

  

産卵場造成前には自然産卵の確認を行い、自然産
卵が行われている場所は河床耕耘を行わないよう 
にした。 

造成後の状況である(スケールは 5cm)。造成後は
10 月 1 日から 10 月 7 日の 1 週間を禁漁とした。 

造成の成果調査のため、産卵面積の計測とアユ卵
の目視計数を行った。造成した場所ではサケの卵 
も確認された。 

推定産卵数から文献を参考にしてアユの遡上期待
尾数を推測した結果、約 22 万尾となった。 

今後の課題は、資源と河川環境の継続把握、河川
環境に応じた技術の改良、指導者の育成である。 
 

この結果を元に、「茨城県版アユ産卵場造成マニュ
アル」を作成した。 


